








要約 

32 例の MV 施行例について CLD 発症の有無を検討し,7 例の CLD(+)症例,9例の DLA only 症

例,1 例の CLD(+)カ)DLAonly か未確定症例を認めた。CLD(+）症例は昨年と同様,<1,000g

群，胎内感染症合併症例に高率に認められた。更に,気管内吸引物の細胞学定検討を

Merritt 等の分類に従って行ない,CLD の早期診断に有用であることを確認した。 

背景細胞に於て顆粒球の著増を認め,この事実と CLD 発症との関連に興味が持たれた。 


